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育児不安に関する要因の検討
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目的　近年我が国においては，育児中の母親をとりまく環境が育児不安を高めるものとなってい

るといわれている。このような環境の変化に対応する要因についてこれまでにも報告がある

が，これらは不安の尺度に対して計量的検討がなされていなかった。そこで，国内で広く用

いられている尺度を基にして，計量的検討を経た育児不安尺度を構成し，育児不安と「父親

の育児への不参加」などの育児不安の要因といわれている項目との関連をみることとした。

方法　育児不安尺度の計量的検討に関しては，心理学，教育学，社会学および体育学などの分野

で，主観的評価に対する構造分析法でかつ，非線形的な領域についての検討に用いられてい

る多次元尺度法を用いた。この方法により，概念領域と計量的に求められた領域との比較を

行い，尺度の妥当性を検討したのち，尺度の構成を行った。内的整合性の検討には，Cron-

bachのα係数を用いた。育児不安とその要因の項目との関連の強さを相関係数を用いて検

討することした。

成績　Cronbachのα係数は0.77と高く，尺度と各項目との相関係数も最低0.46，最高0.70と安

定しており，この尺度は良好であると考えられた。そこで，この尺度を用いて育児不安とそ

の要因といわれている項目との関連性の強さを検討した。重回帰分析によって決定係数を算

出したところ，0.12と小さかった。また，母親のdemographic factorによって育児不安の程

度に差がみられたものについて層化を行い，育児不安と要因といわれる項目の重回帰分析に

おいて決定係数および相関係数を算出した。重回帰分析では，子供4人以上の場合のみ

1,459件中28件と少なかったが，決定係数が0.63と高く，標準偏回帰係数も絶対値で0.52か

ら0.37となっていた。相関係数は0.30以上のものが216項目中わずか14項目しかみられず，

すべての層に対して相関係数が0.30以上のものはなかった。

結論　これらの結果から，近年育児不安を高める要因として繰り返し指摘される要因のみでは，

育児不安のほとんどの部分が説明されないと考えられられた。ただし，4人以上の子供を持

つ家庭では，「母親の余裕」が育児不安をある程度減らすものとしての関連が明らかとなっ

た。よって，これまでにたびたび指摘をされてきた育児不安の要因だけでは保健活動として

不十分なものであると考えられた。今後，育児不安の要因を検討するにあたり，家庭での育

児不安の解消にはより幅広く育児不安の要因を包括的にとらえ検討する必要性があると考え

られる。
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